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行

禅
宗
史

の
研
究
に
携
さ
わ
る
者
と
し
て
、
歴
史
的
に
は
相
当
多
く
の

学
僧
が
真
実
を
語

っ
て
い
る
の
を
見
る
が
、
明
治
以
後
で
は
、
松
本
文

三
郎
博
士
の
著
書

『
金
剛
経
と
六
祖
壇
経
』
、
そ
し

て

「
六
祖
壇
経

の

書
誌
学
的
研
究
」
、
鈴
木
大
拙
博
士
の

一
連
の
禅
宗
に
関
す
る
著
書
、

宇
井
伯
寿
博
士
の

『禅
宗
史
研
究
』
『第
二
禅
宗
史
研
究
』
等

に
代
表

さ
れ
る
。

右
記
の
大
学
者
の
外
に
、

一
風
変

っ
た
曾
て
主
観
的
哲
学
者

と
言
わ
れ
た
大
学
者
、
胡
適
博
士
の
存
在
が
あ
る
。
禅
宗
史
の
研
究
は

と
も
す
れ
ば
彪
大
な
伝
説
資
料
に
ふ
り
ま
わ
さ
れ
、
伝
説
か
ら
歴
史
を

創
造
し
た
学
者
、
更
に
は
伝
説
の
中
で
立
ち
往
生
し
た
学
者
が
あ

っ
た

よ
う
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。
胡
適
博
士
に
も
そ
れ
ら
に
類
似
し
た
点
が

な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
博
士
は
常
に
伝
説
の
中
か
ら
真
実
を

導
く
べ
く
、
実
証
的
研
究
者
と
し
て
、
結
論
を
断
言
す
る
態
度
を
固
持

し
て
い
た
点
は
注
目
に
値
す
る
、
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
従

っ
て
、

そ
の
業
績

の
内
か
ら
幾

つ
か
の
論
文
を
取
り
挙
げ
、
更
に
、
筆
者
の
私

見
と
考
察
を
加
え
て
、
吟
味
し
よ
う
と
す
る

の
が
本
論

の
主
眼

で
あ

る
。

ま
ず
、
第

三
は
、
胡
適
博
士

の
著
書
、
『神
会
和
尚
遺
集
』
の
中

の

『南
陽
和
上
頓
教
解
脱
禅
門
直
了
性
壇
語
』
に

つ
い
て
で
あ
る
。
同
書

は
神
会

の
南
陽
存
在
時
代
の
初
期
に
於
け
る
僧
俗

へ
の
壇
場
説
法
の
記

録

で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
内
容
は
後
に

『
六
祖
壇
経
』
の
教
義
の

元
本
と
な

っ
た
幾

つ
か
の
思
想
が
認
め
ら
れ
る
。

例

一
と
し
て
は
、
如
此
坐
者
、
仏
即
印
可
。

六
代
祖
師
以
心
伝
心
、

離
文
字
故
。
従
上
相
承
、
亦
復
如
是
。

(『神
会
和
尚
遺
集
』
p
.
 
2
3
2
)

で

あ
り
、
例
二
と
し
て
は
、
知
識
、

一
切
善
悪
、

総
莫
思
量
。
(同
書

や

2
3
6
)で
あ
る
。
前
者

は
仏
即
印
可
以
下

の
文

が
、
後
者

で
は

『
六
祖

壇
経
』
の
僧
俗
に
対
す
る
呼
び
か
け
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
、
善
知

識
の
お
手
本
と
も
い
う
べ
き
、
知
識
と
い
う
呼

び
か
け
で
あ
り
、

一
切

善
悪
、
総
莫
思
量
、

と
い
う
公
案
に
も
な

っ
て
い
る
有
名
な
教
義

の
お

手
本
で
あ
る
。
勿
論

『
六
祖
壇
経
』
の
申
に
も
、

そ
の
教
義
は
含
ま
れ

て
い
る
。

次
に
、
同
書
は
通
称

『壇
語
』
と

い
わ
れ
、

六
祖
恵
能
に
関
す
る

『
壇
経
』
の
モ
デ
ル
と
な

っ
た
題
名
で
あ
る
に
相
違
な
い
。
神
会
の
師
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と
い
わ
れ
る
恵
能
に
関
す
る
経
典
で
あ
る
の
で
、
恵
能
を
崇
敬
す
る
意

味
に
於

い
て

『壇
経
』
と
経
の
字
を
使
用
し
た
よ
う
に
考
察
さ
れ
る
。

即
ち
、
敦
燈
本

『
六
祖
壇
経
』
の
標
題
は

『
南
宗
頓
教
最
上
大
乗
摩
詞

般
若
波
羅
蜜
経
、
六
祖
恵
能
大
師
於
紹
州
大
梵
寺
施
法
壇
網

一
巻
』
で

あ
り
、
『
壇
語
』
の
そ
れ
は

『
南
陽
和
上
頓
教
解
脱
禅
門
直
了
性
壇
語
』

で
あ
る
。
右
、
棒
線
を
付
与
し
た
部
分

の
類
似
に
、
後
者
が
標
題
に
於

い
て
、
お
手
本
と
な
っ
た
と
考
察
さ
れ
る
経
緯
を
見
る
の
で
あ
る
。
右

は

『
壇
語
』
に
関
し
て
は
最
初
に
胡
適
博
士
の
学
会

へ
の
提
示
が
あ

っ

た
の
で
、
右
の
よ
う
な
私
見
を
記
し
た
次
第

で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
右
記

『
壇
語
』
の
題
名
に
関
す
る
な
ら
、
胡
適
博
士
の

『
神
会
和
尚
遺
集
』
の

『
壇
語
』
の
前
書
き
に
、

校
写
此
巻
時
、
我
曾
用
日
本
鈴
木
貞
太
郎
従
国
立
北
平
図
書
館
蔵
的
敦
煙

写
本
校
写
的

「和
上
頓
教
解
脱
禅
門
直
了
性
壇
語
」
来
此
勘
。

と
あ
る
よ
う
に
、
南
陽
和
上
の
南
陽
は
欠
除
し
て
い
る
。
し
か
し
、

前
書
き
の
そ
の
後
に
、
巴
黎
出
現
的

「壇
語
」
的
標
題
没
有
残
欠
、
正

作

「
南
陽
和
上
」
、
即
是
在
南
陽
時
期
的
神
会
。

と
あ

る
よ
う
に
、
後

世

の
資
料
、
敦
煙
本

『
六
祖
壇
経
』
と

『
円
覚
経
大
疏
砂
』
巻
三
之

下
、
等
を
考
察
し
た
結
果
、
胡
適
博
士
の
推
論
の

一
線
上
に
あ
る
た
め

に
、
南
陽

の
二
字
の
付
加
を
決
定
し
た
よ
う
で
あ
る
。
即
ち
、
そ
れ
は

神
会
の
教
義
の
思
想
は
彼
の
南
陽
時
代
に
既
に
あ

っ
た
と
す
る
主
張
に

外
な
ら
な

い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
の
推
論
の
決
定
に
問
題
が
あ
る
。
即

ち
、
博
士
は
後
世
の
資
料
の
上
か
ら
結
論
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
国
立

北
平

(北
京
)
図
書
館
本
に
は
南
陽
と
の
記
載
が
な

い
も

の
を
、
何
故

に
南
陽
と
付
記
し
、
南
陽
和
上
と
勇
断
し
た
の
か
、
と
い
う
疑
問
で
あ

る
。
筆
者
の
私
見
と
し
て
は
、
南
陽
の
二
文
字
が
欠
除
さ
れ
て
い
る
な

ら
、
欠
除
さ
れ
た
ま
ま
で
よ
い
で
は
な
い
か
、

と
い
う
提
案
で
あ
る
。

す
る
と
、
『壇
語
』
は
南
陽
時
代
に
於
け
る
神
会
の
作
品
で
は
な

い
と

い
う
問
題
が
起
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
筆
者

が
す

で
に
、
「
神
会
語

録
の
お
手
本
は
頓
悟
入
道
要
門
論
で
あ

る
」
(『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第

二
十
六
巻
第
二
号
p
p
.
 
8
3
4
-
8
3
6

参
照
)
で
証
明

し
た
よ
う
に
、
『壇
語
』

は

『
頓
悟
入
道
要
門
論
』
以
後
に
書
か
れ
て
い
る
と
仮
定
す
る
と
大
変

辻
褄
が
合
う
の
で
あ
る
。
そ
の
例
証
と
し
て
は

『
頓
悟
入
道
要
門
論
』

の
冒
頭
と
、
『
壇
語
』
の
冒
頭

の
文
が
極
め
て
内
容
に
於

い
て
類
似
す

る
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
、
『
頓
悟
入
道
要
門
』
論
の
文

は
、
第

一
節

に

次
の
よ
う
で
あ
る
。

稽
首
和
南
十
方
諸
仏
、
諸
大
菩
薩
衆
。
弟
子
今
作
此
論
、
恐
不
会
聖
心
。

願
賜
繊
悔
。
若
会
聖
理
、
尽
将
廻
施

一
切
有
情
、
願
於
来
世
、
尽
得
成
仏
。

(
Z
 
1
-
2
,
 
1
5
,
 
5
-
4
2
0

o
)

(稽
前
し
て
、
十
方
の
諸
仏
と
、
諸
の
大
菩
薩
衆
と
に
和
南
す
。
弟
子
今
此

論
を
作
る
に
、
聖
心
に
会
せ
ざ
ら
む
こ
と
を
恐
る
。
願
く
は
臓
悔
を
賜
へ
。

も

若
し
聖
理
に
会
し
な
ば
、
尽
く
将
っ
て
三
切
の
有
情
に
廻
施
し
て
、
願
は
く

は
、
来
世
に
於
て
尽
く
成
仏
す
る
こ
と
を
得
む
O
)(『頓
悟
要
門
』
岩
波
文

庫
本
)

右
、
『頓
悟
要
門
論
』
の
冒
頭
文
は
、
神
会

の
初
期
作
品
と

い
わ
れ

胡
適
博
士
の
論
文

(長

嶋
)
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胡
適
博
士
の
論
文

(長

嶋
)

て
い
る

『
壇
語
』
の
冒
頭
に
次
の
よ
う
な
形
で
参
照
さ
れ
、
記
載
さ
れ

て
い
る
。

知
識
、
是
凡
夫
口
有
無
量
悪
言
、
心
有
無
量
悪
念
、
久
輪
転
生
死
、
不
得

解
脱
。
須

一
一
自
発
菩
提
心
。
為
知
識
繊
悔
、
各
各
礼
仏
。
敬
礼
過
去
尽
過

去
際

一
切
諸
仏
、
敬
礼
未
来
尽
未
来
際

一
切
諸
仏
、
敬
礼
現
在
尽
現
在
際

一

切
諸
仏
、
敬
礼
尊
法
般
若
修
多
羅
蔵
、
敬
礼
諸
大
菩
薩
一
切
賢
聖
僧
。
各
各

至
心
繊
悔
、
今
知
識
三
業
清
浄
。
過
去
未
来
及
現
在
、
身
口
意
業
四
重
罪
、

我
今
至
心
尽
繊
悔
、
願
罪
除
滅
永
不
起
。
次
の
訳
は

『初
期
禅
宗
史
書
の
研

究
』
に
よ
る
。
(す
べ
て
凡
夫
は
、
口
に
無
量
の
悪
言
を
発
し
、
心
に
無
量

の
悪
念
を
起
し
て
、
長
く
生
死
に
沈
ん
で
脱
す
る
を
得
ぬ
。
よ
ろ
し
く
め
い

め
い
に
自
か
ら
菩
提
心
を
起
す
べ
き
で
あ
る
。
わ
た
し
は
諸
君
と
共
に
俄
悔

し
よ
う
。
も
ろ
と
も
に
礼
拝
さ
れ
よ
。
「過
去
と
過
去
を
尽
す

一
切
の
仏
を

敬
礼
し
た
て
ま
つ
る
。
未
来
と
未
来
を
尽
す

一
切
の
仏
を
敬
礼
し
た
て
ま
つ

る
。
現
在
と
現
在
を
尽
す

一
切
の
仏
を
敬
礼
し
た
て
ま
つ
る
。
い
と
も
尊
き

般
若
の
経
蔵
を
敬
礼
し
た
て
ま
つ
る
。
諸
大
菩
薩
と
一
切
の
賢
聖
僧
を
敬
礼

し
た
て
ま
つ
る
。」
今
や
、
諸
君
は
各
自
に
至
心
に
俄
悔
し
た
。
諸
君
の
三

業
は
清
浄
と
な
っ
た
。
「過
去
と
未
来
、
及
び
現
在
の
、
身
口
意
の
三
業
の

四
つ
の
重
罪
を
、
わ
た
し
は
今
至
心
に
尽
く
繊
悔
す
る
。
願
わ
く
は
、
罪
を

除
い
て
、
と
こ
し
え
に
起
き
ま
せ
ん
こ
と
を
。
…
…
」
)

宗
教
書

は
慨
し
て
右
の
よ
う
な
繊
悔
文
を
冒
頭
に
挙
げ
る
傾
向
に
あ

る
と
は
い
え
、
両
テ
キ
ス
ト
は
極
め
て
類
似
し
て
い
る
。
即
ち
、
両
書

の
共
通
す
る
単
語
か
ら
見
る

と
、
『
頓
悟
要
門
論
』
の
文
字
、
諸
仏
、

大
菩
薩
、

繊
悔
、
来
世
、
聖
理
は

『
壇
語
』
に
於

い
て
、

一
切
諸
仏
、

大
菩
薩
、
戯
悔
、
未
来
、

一
切
賢
聖
僧
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
更

に
、
文
章
の
内
容
は
、
『頓
悟
要
門
論
』
の

「
十
方

の
諸
仏
と
、
諸

の

大
菩
薩
衆
と
に
和
南
す
。
」

の
文
は
、
『壇
語
』

の
文
の

「
よ
ろ
し
く
め

い
め
い
に
自
か
ら
菩
提
心
を
起
す

べ
き
で
あ
る
。
」
に
通
じ
、
同
じ
く
、

前
者
の

「弟
子
今
此
論
を
作
る
に
、
聖
心
に
会

せ
ざ
ら
む
こ
と
を
恐

る
。
」
の
文
は
、
後
者
の

「
す
べ
て
凡
夫
は
、
口
に
無
量

の
悪
言

を
発

し
、
心
に
無
量
の
悪
念
を
起
し
て
、
長
く
生
死
に
沈
ん
で
脱
す
る
を
得

ぬ
。
」
に
相
当
す
る
。
ま
た
、
前
者
の

「願
く
は
繊
悔
を
賜

へ
。」

の
文

は
、
後
者
の

「
わ
た
し
は
諸
君
と
共
に
繊
悔
し
よ
う
、
…
…
諸
大
菩
薩

と

一
切
の
賢
聖
僧
を
敬
礼
し
た
て
ま

つ
る
。
」
と
イ
ン
フ
レ
イ
ト
さ

れ

て
記
載
さ
れ
、
前
者
の
末
尾
の

「
願
は
く
は
、
来
世
に
於
て
尽
く
成
仏

す
る
こ
と
を
得
む
。
」
の
文
は
、
後
者
の
同
じ
く
末
尾
の

「願
わ
く
は
、

罪
を
除
い
て
、
と
こ
し
え
に
起
き
ま
せ
ん
こ
と

を
。
…
…
」
に
相
通

じ

る
も
の
が
あ
る
。
そ
し
て
、
両
テ
キ
ス
ト
の
文

は
、
多
少
の
前
後
こ
そ

あ
れ
、
最
初
か
ら
終
り
ま
で
、
殆
ど
同
じ
順
序

で
記
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
、
別
々
に
書
か
れ
て
偶
然
に

一
致
し
た
と
す

る
に
は
、
あ
ま
り
に
も

よ
く
で
き
す
ぎ
て
い
る
、
と
考
察
さ
れ
る
。

次
に
、
胡
適
博
士
の

『
荷
沢
大
師
神
会
伝
』
の
記
述
に
つ
い
て
で
あ

る
が
、
博
士
は
滑
台
の
無
遮
大
会
に
触
れ
て
、
次
の
よ
う
な
文
を
掲
げ

て
い
る
。

故
に
滑
台
の
大
会
は
、
た
し
か
に
先
声
、
人
を
奪
ふ
も
の
が
あ
っ
て
、
大

勝
と
な
っ
た
。
先
声
、
人
を
奪
ふ
は
、
先
づ
己
れ
攻
勢
を
取
り
、
人
を
し
て
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守
勢
を
取
ら
ざ
る
を
得
ざ
ら
し
む
。
神
会
は
こ
の
時
、
も
う
六
十
七
歳
の
老

師
で
あ
る
。
我
等
は
眉
髪
皓
然
た
る
老
和
尚
が
、
こ
の
荘
厳
道
場
上
に
在
っ

て
、
獅
子
座
に
登
り
、
大
声
疾
呼
、
当
時
い
か
め
し
い
勢
力
あ
る
普
寂
大
師

を
攻
撃
し
、
直
ち
に
神
秀
門
下
を
指
し
て
傍
門
と
し
た
大
胆
な
る
挑
戦
は
、

当
時
満
坐
の
人
を
し
て
信
を
生
ぜ
し
め
た
で
あ
ろ
う
と
想
像
す
る
。
(今
関

天
彰
訳
、
『支
那
禅
学
の
変
遷
』
百
十
二
、
三
頁
)

右
の
棒
線

の
部
分
の
よ
う
な
表
現
が
論
文
を
書
く
体
裁
と
し
て
許
さ
れ

る
も
の
か
、
柳
か
疑
問
で
あ
る
。
更
に
、
後
に
博
士
自
ら
訂
正
し
た
同

論
文
の
次
の
記
載
に
つ
い
て
で
あ
る
。

こ
れ
は
後
世
、
禅
宗
唯
一
の
経
典
た
る
六
祖
壇
経
が
、
彼
の
傑
作
で
あ
る

か
ら
で
あ
っ
て
、
壇
経
の
存
在
す
る
一
日
は
、
即
ち
彼
の
思
想
勢
力
の
存
在

す
る
一
日
で
あ
る
の
で
あ
る
。
壇
経
の
最
古
本
中
に
、
「吾

(慧
能
)
滅
度

後
、
二
十
余
年
、

有
レ人
出
来
、
不
レ惜
二身
命
↓
第
二仏
教
是
非
↓
竪
二立

宗
旨
ご
、

と
云
ふ
予
言
が
あ
る
が
、
是
れ
即
ち
こ
の
経
を
神
会
か
、
若
く

は
神
会

一
派
が
作
っ
た
証
拠
で
あ
る
。
神
会
が
開
元
二
十
二
年
、
滑
台
に
て

宗
旨
を
定
め
た
の
は
、
正
に
慧
能
の
死
後
二
十
三
年
に
当
る
か
ら
、
是
れ
は

最
も
明
か
な
る
証
拠
で
は
な
い
か
。
壇
経
の
古
本
中
に
、
懐
譲
、
行
思
の
事

は
な
く
し
て
、
神
会
の
得
道
を
提
出
し
、
「余
者
不
レ得
、」
と
あ
る
の
も
、

ま
た
是
れ
明
か
な
る
証
拠
で
は
な
い
か
。
此
の
外
、
更
に
疑
う
べ
き
証
拠
が

あ
る
。
そ
れ
は
章
処
厚
の
書
い
た
大
義
禅
師
の
碑
銘
に
、
「秦
者
日
レ秀
、
以
二

方
便
一顕
、
普
寂
其
胤
也
、
洛
者
日
レ会
、
得
二総
持
之
印
↓
独
曜
二螢
珠
↓
習

徒
迷
レ真
、
橘
柘
変
レ体
、
寛
成
二壇
経
伝
宗
↓
優
劣
詳

」
と
あ
る
。
大
義

は
道

三
の
門
下
で
、
八

一
八
年
に
死
し
た
が
、
そ
の
時
は
、
神
会
は
死
し

て
、
已

に
五
十

八
年

と
な

っ
た
。

か
く
章
処
厚

は
、

明
か
に
壇
経

が
神
会
門

下

の
習
徒

が
作

っ
た
と
云

っ
て
居
る
。
但

し
伝
宗
と
は
、
顕
宗
記

を
指
す
も

の
な

る
や
否

や
を
知
ら
ぬ
。
見

ら
れ
よ
壇

経
が
神
会

一
派

に
出

て
た

の
は
、

当
時

に
在

っ
て
、

世
人

の
知

っ
て
居
る
事

で
あ
る
。

さ
り
な
が
ら
、

結
局
壇

経

は
神
会

本
人

の
作

で
あ
る
か
ど
う
か
と
云
ふ

に
、
壇
経

の
重
要
部
分

は
、

神
会

が
自

ら
作

っ
た
も

の
で
あ
る
。

だ
が

一
歩
を
譲

っ
て
、
神
会

の
作

で
な

く
し
て
、

彼

の
弟
子
か
彼

の
語
録
か
ら
材
料
を
取

っ
て
作

っ
た
と
す

る
も
、

前
説

の
如
く
、

神
会
自
身

の
作
と
云
ふ
事
が
情
理

に
近

い
。
そ
れ
は
壇
経
中

に
は
、

誠

に
精
到
な

る
部
分
が
あ

っ
て
、
決
し

て
門
下

の
小
師

の
能
く
作

る

も

の
で
は
な

い
か
ら
で
あ

る
。
自
分

は
壇
経

の
主
要
部
分
を
、

神
会

が
自

ら

作

っ
た
も

の
と
信
ず

る
の
は
、
完
全

に
考
証
学

の
内
証

に
根
拠
す

る
か
ら
で

あ

る
。
即
ち
壇
経

の
重
要

部
分

が
、
新
発
見

の
神
会
語
録

と
完
全

に
同

一
の

も

の
で
あ

る
か
ら

で
あ

る
-

内
容

の
同

一
な

る
の
み
な
ら
ず
、

文
章

も
同

一
な
る
か
ら
で
あ
る
。
(前
掲
書
)

筆
者
は
こ
れ
ら
博
士
の
仮
説
と
証
明
と
勇
断
、

そ
し
て
、
そ
の
訂
正
に

最
大
級
の
賛
辞
を
送
る
も
の
で
あ
る
。(国

立
国
会
図
書
館
主
査
・
p
h
.
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